
革新懇の三つの共同目標革新懇の三つの共同目標革新懇の三つの共同目標革新懇の三つの共同目標

①経済を国民本位に転換し、暮らしが

豊かになる日本をめざします。

②憲法を生かし、自由と人権、民主主

義が発展する日本をめざします。

③日米安保条約をなくし、非同盟・中

立の平和な日本をめざします。

〒680-0061 鳥取県鳥取市立川町6-234-2-8（草刈 司方）

電話・FAX 0857-24-4258

№№№№36363636

２０１２年

６月１０日６月１０日６月１０日６月１０日

◆◆◆◆

公

的

医

療

保

険

公

的

医

療

保

険

公

的

医

療

保

険

公

的

医

療

保

険

加

入

加

入

加

入

加

入

はははは

１１１１

／／／／

３３３３

◆◆◆◆

ア

メ

リ

カ

の

医

療

は

以

下

の

三

分

類

に

分

け

ら

れ

る

。

第

一

に

公

的

医

療

。

メ

デ

ィ

ケ

ア

（

高

齢

者

用

医

療

保

険

）

と

メ

デ

ィ

ケ

イ

ド

（

低

所

得

者

向

け

医

療

扶

助

）

の

２

本

立

て

で

あ

り

、

３

億

人

の

人

口

の

３

分

の

１

、

約

１

億

人

が

カ

バ

ー

さ

れ

て

い

る

。

メ

デ

ィ

ケ

イ

ド

の

受

給

者

は

人

口

の

１

６

％

前

後

で

、

そ

の

財

政

負

担

は

大

き

く

連

邦

政

府

財

政

の

２

０

％

を

占

め

て

い

る

と

い

う

。

第

二

に

民

間

医

療

保

険

。

国

民

の

半

数

以

上

が

加

入

し

て

い

る

と

思

わ

れ

る

が

、

実

際

の

加

入

者

数

は

よ

く

わ

か

ら

な

い

。

米国はＴＰＰ参入で日本の皆保険制

度を米国型に変えようというのです。

県保険医協会の小田島事務局長に

聞きました。

第

三

に

約

５

０

０

０

万

人

い

る

と

言

わ

れ

る

「

無

保

険

者

」

で

あ

る

。

メ

デ

ィ

ケ

イ

ド

に

し

て

も

無

保

険

に

し

て

も

、

全

人

口

の

２

０

％

が

貧

困

層

と

い

う

世

界

一

の

格

差

社

会

・

ア

メ

リ

カ

を

医

療

の

面

で

そ

の

ま

ま

体

現

し

て

い

る

よ

う

に

見

え

る

。

◆◆◆◆

無

保

険

者

無

保

険

者

無

保

険

者

無

保

険

者

のののの

悲

惨

悲

惨

悲

惨

悲

惨

◆◆◆◆

５

０

０

０

万

人

の

無

保

険

者

は

医

療

費

が

い

く

ら

か

か

る

の

か

。

最

近

の

報

告

に

よ

れ

ば

子

宮

筋

腫

（

日

帰

り

）

１

０

０

万

円

出

産

（

日

帰

り

）

１

２

０

万

円

入

院

し

た

場

合

の

室

料

２

０

万

円

盲

腸

手

術

(

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

)

２

０

０

万

円

〃

(

ロ

サ

ン

ゼ

ル

ス

)

１

５

０

万

円

ガ

ン

に

な

れ

ば

数

千

万

円

を

覚

悟

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

れ

で

は

、

病

気

に

か

か

っ

た

ら

「

破

産

か

自

殺

」

だ

。

実

際

に

個

人

破

産

の

２

７

％

は

医

療

費

負

担

に

よ

る

も

の

。

ま

た

、

４

万

人

以

上

が

医

者

に

か

か

れ

ず

死

亡

し

て

い

る

と

い

う

。

◆◆◆◆

民

間

医

療

保

険

民

間

医

療

保

険

民

間

医

療

保

険

民

間

医

療

保

険

のののの

実

情

実

情

実

情

実

情

◆◆◆◆

患

者

は

保

険

会

社

の

指

定

病

院

で

な

け

れ

ば

治

療

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

ず

、

治

療

内

容

は

保

険

会

社

に

よ

り

制

限

さ

れ

て

い

る

。

例

え

ば

入

院

期

間

が

盲

腸

１

日

、

乳

が

ん

手

術

２

日

等

で

あ

る

。

保

険

会

社

は

「

支

払

は

よ

り

少

な

く

」

が

原

則

の

営

利

企

業

だ

か

ら

、

難

病

や

高

額

な

費

用

の

か

か

る

病

気

は

除

外

さ

れ

る

こ

と

が

多

い

ほ

か

、

細

か

く

適

用

（

除

外

）

範

囲

が

決

め

ら

れ

て

お

り

、

実

際

の

支

払

い

時

に

ト

ラ

ブ

ル

が

絶

え

な

い

と

い

う

。問

題

な

の

は

、

民

間

医

療

保

険

は

企

業

単

位

で

の

加

入

が

多

い

と

い

う

こ

と

だ

。

保

険

会

社

に

と

っ

て

は

、

会

社

が

保

険

料

を

負

担

す

る

か

ら

募

集

経

費

・

事

務

経

費

も

か

か

ら

ず

、

現

役

社

員

は

健

康

だ

か

ら

給

付

も

少

な

く

て

済

む

。

し

か

し

、

加

入

者

に

と

っ

て

は

、

病

気

が

原

因

で

解

雇

さ

れ

れ

ば

医

療

保

険

も

断

た

れ

る

。

そ

の

後

別

の

医

療

保

険

に

加

入

し

よ

う

と

し

て

も

既

に

病

気

持

ち

だ

か

ら

加

入

さ

え

で

き

な

い

の

だ

。

保

険

料

も

中

所

得

者

に

と

っ

て

は

大

変

重

い

。

４

人

家

族

の

例

で

は

、

企

業

加

入

の

場

合

で

月

５

～

６

万

円

。

そ

れ

以

外

で

は

８

万

円

に

も

な

る

。

月

収

１

３

万

以

下

の

貧

困

層

に

は

高

嶺

の

花

で

あ

る

。

つ

ま

り

保

険

加

入

者

と

い

え

ど

も

、

中

所

得

者

以

下

の

階

層

に

は

「

病

気

」

→

「

経

済

的

に

困

窮

」

→

「

無

保

険

」

の

階

段

が

待

っ

て

い

る

。

加

え

て

言

え

ば

、

保

険

会

社

同

士

で

は

加

入

者

の

病

歴

デ

ー

タ

を

共

有

し

て

い

る

。

つ

ま

り

個

人

の

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

は

な

い

に

等

し

い

こ

と

も

大

き

な

問

題

だ

。

◆◆◆◆

医

療

機

関

医

療

機

関

医

療

機

関

医

療

機

関

のののの

苦

悩

苦

悩

苦

悩

苦

悩

◆◆◆◆

医

療

機

関

は

保

険

会

社

か

ら

患

者

を

ま

わ

し

て

も

ら

う

こ

と

で

経

営

が

成

り

立

ち

、

さ

ら

に

保

険

会

社

の

支

配

は

医

療

内

容

に

も

及

ん

で

い

る

。

病

気

ご

と

に

治

療

の

標

準

が

決

め

ら

れ

て

お

り

、

標

準

を

越

え

た

治

療

に

は

支

払

わ

な

い

。「

保

険

会

社

が

医

療

の

質

を

決

め

て

い

る

」

の

だ

。

余

分

な

治

療

を

す

る

病

院

や

医

師

は

保

険

会

社

に

よ

り

査

定

さ

れ

、

患

者

が

回

さ

れ

な

い

。

ア

メ

リ

カ

に

は

よ

き

伝

統

と

し

て

キ

リ

ス

ト

教

な

ど

に

よ

る

「

慈

善

病

院

」

が

多

数

存

在

す

る

。

無

保

険

者

で

も

わ

け

隔

て

な

く

医

療

を

提

供

す

る

と

信

じ

ら

れ

て

き

た

。

し

か

し

、

膨

大

な

費

用

を

要

す

る

病

院

経

営

の

た

め

、

い

ま

や

患

者

を

選

別

す

る

こ

と

も

多

い

と

い

う

。

訴

訟

社

会

と

い

う

ア

メ

リ

カ

の

側

面

は

医

療

の

面

に

も

暗

い

影

を

落

と

し

て

い

る

。

産

科

医

は

収

入

の

半

分

を

訴

訟

費

用

に

充

て

て

い

る

と

い

う

。

◆◆◆◆

日

本

日

本

日

本

日

本

のののの

明

日

明

日

明

日

明

日

のののの

姿姿姿姿

◆◆◆◆

ア

メ

リ

カ

医

療

の

負

の

側

面

を

紹

介

し

て

き

た

。

も

ち

ろ

ん

、

高

度

な

医

療

な

ど

素

晴

ら

し

い

面

も

多

い

。

し

か

し

「

市

場

原

理

」

を

徹

底

し

た

ア

メ

リ

カ

医

療

は

日

本

の

明

日

の

姿

だ

と

い

う

こ

と

だ

。

そ

の

突

破

口

を

Ｔ

Ｐ

Ｐ

は

作

ろ

う

と

し

て

い

る

。

ま

た

、

ア

メ

リ

カ

が

狙

っ

て

い

る

の

は

、

皆

保

険

を

切

り

崩

し

て

民

間

医

療

保

険

を

拡

大

す

る

こ

と

だ

が

、

す

で

に

ア

フ

ラ

ッ

ク

（

ア

メ

リ

カ

の

保

険

会

社

）

を

筆

頭

に

「

ガ

ン

保

険

」
「

入

院

保

険

」

等

が

幅

を

利

か

せ

て

い

る

。「

民

間

医

療

保

険

に

入

ら

な

い

と

医

療

費

が

心

配

」

な

状

況

が

拡

大

し

、

大

き

な

市

場

を

形

成

し

て

い

る

で

は

な

い

か

。

国

民

皆

保

険

は

切

り

崩

さ

れ

始

め

て

い

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

Ｔ

Ｐ

Ｐ

問

題

を

契

機

に

、

日

本

の

医

療

を

改

め

て

考

え

た

い

も

の

だ

。

昭和５８年３月１０日第３種郵便物認可 全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版

＜鳥取県保険医協会＞

◆鳥取県保険医協会は、国民皆保険制度のもと

で第一線の医療を担当している保険医（医科・歯

科）が中心となり、１９８２年（昭和５７年）に組織し

た任意で自主的な団体です。会員数は５６０名超

◆保険医協会は保険医の生活と権利を守ると共

に国民医療の充実と向上を図ることを目的として

活動しています。

◆特定の政治的立場をとらず、常に会員の思想・

政治的信条・政党支持の自由を保障する立場を

とっています。

（鳥取県保険医協会ＨＰより引用）

鳥取県革新懇２０１２年度総会・講演会

日時：６月２３日（土）１３：３０～１６：３０

場所：倉吉体育文化会館（倉吉市山根529-2）

TEL (0858)26-4441

＜記念講演＞

橋本維新の会をどう見るか

講師：服部信一郎さん（大阪革新懇事務局長）

小田島 耕郎（おだしま こうろう）さん

鳥取県保険医協会事務局長

ア
メ
リ
カ
医
療
に
見
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
危
険
性

…

医
療
を
市
場
経
済
に
さ
ら
し
た
結
末
…



４

月

１

２

日

、

第

３

２

回

全

国

総

会

が

日

本

青

年

館

で

開

か

れ

、

２

３

０

人

が

参

加

し

ま

し

た

。

前

日

に

全

国

事

務

室

（

局

）

長

会

議

が

招

集

さ

れ

た

こ

と

も

あ

っ

て

、

翌

日

の

総

会

に

も

参

加

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

事

務

局

長

会

議

で

私

は

、

第

一

に

情

勢

と

要

求

、

第

二

に

運

動

、

第

三

に

組

織

と

ニ

ュ

ー

ス

の

拡

大

、

こ

れ

を

離

さ

な

い

こ

と

が

革

新

懇

運

動

を

発

展

さ

せ

る

要

だ

と

い

う

こ

と

に

つ

い

て

話

し

ま

し

た

。

総

会

で

は

、

４

月

１

４

日

の

「

Ｔ

Ｐ

Ｐ

で

日

本

は

ど

う

な

る

の

？

ビ

ル

・

ト

ッ

テ

ン

さ

ん

の

講

演

と

フ

ォ

ー

ラ

ム

」

を

、

革

新

懇

と

し

て

は

初

め

て

１

０

０

０

人

の

参

加

で

成

功

さ

せ

た

経

験

に

つ

い

て

話

し

ま

し

た

。

な

ぜ

１

０

０

０

人

と

な

っ

た

か

、

私

な

り

の

解

明

を

し

ま

し

た

。

第

一

は

「

歴

史

的

岐

路

」

に

あ

る

と

い

う

今

日

の

情

勢

で

す

。

鳥

取

県

で

初

め

て

の

１

０

０

０

人

集

会

の

背

景

に

こ

の

反

映

が

あ

っ

た

と

考

え

ま

す

。

あ

わ

せ

て

、

集

会

の

位

置

付

け

を

「

反

対

の

人

も

よ

く

分

か

ら

な

い

人

も

み

ん

な

で

考

え

ま

し

ょ

う

」

と

し

た

こ

と

も

大

事

だ

っ

た

と

思

い

ま

す

。

全

国

総

会

で

は

、

東

日

本

大

震

災

の

地

か

ら

の

発

言

を

は

じ

め

、

全

国

か

ら

２

７

人

が

発

言

し

、

そ

の

ど

れ

も

、

多

彩

な

課

題

と

要

求

で

生

き

生

き

と

政

治

の

革

新

を

め

ざ

す

も

の

で

し

た

。ま

さ

に

「

革

新

懇

飛

躍

の

と

き

」

で

す

。

頑

張

り

ま

し

ょ

う

。

◆

１

月

２

７

日

、

島

根

原

発

２

号

機

が

定

期

検

査

に

入

り

中

国

電

力

の

全

原

発

が

停

止

し

た

の

を

機

に

、

中

電

に

対

し

て

「

再

稼

働

せ

ず

廃

炉

へ

、

３

号

機

の

建

設

中

止

、

自

然

エ

ネ

ル

ギ

ー

へ

の

転

換

」

な

ど

、

６

項

目

の

要

望

書

を

申

し

入

れ

ま

し

た

。

中

電

か

ら

は

原

発

本

部

副

部

長

他

４

名

が

対

応

、

自

然

エ

ネ

ル

ギ

ー

へ

の

転

換

に

つ

い

て

若

干

の

前

向

き

の

姿

勢

が

見

ら

れ

た

も

の

の

、

原

発

に

つ

い

て

は

「

地

元

住

民

の

ご

理

解

を

得

て

」

と

繰

り

返

す

ば

か

り

、

過

去

２

回

の

申

し

入

れ

と

比

べ

前

進

は

見

ら

れ

ま

せ

ん

で

し

た

。

３

月

５

日

、

突

如

境

港

に

米

軍

掃

海

艇

パ

ト

リ

オ

ッ

ト

入

港

の

ニ

ュ

ー

ス

。

関

係

団

体

で

急

き

ょ

対

策

会

議

を

開

き

、

当

日

の

抗

議

行

動

と

境

港

管

理

組

合

（

管

理

者

平

井

伸

治

）

へ

の

申

し

入

れ

を

決

め

ま

し

た

。

当

日

は

約

６

０

名

の

参

加

、

そ

の

後

、

美

保

平

和

委

員

会

、

米

子

・

境

港

革

新

懇

、

日

本

共

産

党

西

部

地

区

委

員

会

共

同

で

申

し

入

れ

を

行

い

ま

し

た

。

３

・

１

１

東

日

本

大

震

災

一

周

年

に

あ

た

り

、「

平

和

の

た

め

の

戦

争

展

実

行

委

員

会

」

を

中

心

に

実

行

委

員

会

を

結

成

、

米

５

月

５

日

、

全

て

の

原

発

の

運

転

が

停

止

す

る

歴

史

的

な

日

を

迎

え

ま

し

た

。

革

新

懇

結

成

以

来

、

島

根

原

発

の

廃

止

・

原

発

ゼ

ロ

の

日

本

を

求

め

て

、

住

民

の

過

半

数

を

目

標

に

一

貫

し

て

署

名

に

取

り

組

ん

で

き

た

だ

け

に

、

感

慨

無

量

な

も

の

が

あ

り

ま

す

。

私

た

ち

は

、

こ

の

成

果

を

発

展

さ

せ

「

原

発

の

廃

止

」

を

実

現

す

る

た

め

に

、

一

の

日

の

地

域

署

名

に

取

り

組

む

と

と

も

に

、

「

『

３

・

１

１

集

会

と

パ

レ

ー

ド

』

の

成

功

を

伝

え

、

島

根

原

発

の

廃

止

を

求

め

る

署

名

へ

の

協

力

を

訴

え

る

」

署

名

入

り

チ

ラ

シ

を

作

成

し

、

会

員

の

協

力

を

得

て

配

布

し

始

め

て

い

ま

す

。

地

域

署

名

と

チ

ラ

シ

配

布

を

通

じ

て

、

原

発

の

運

転

停

止

以

前

と

以

降

で

は

住

民

の

意

識

が

大

き

く

変

化

し

て

い

る

こ

と

を

実

感

し

て

い

ま

す

。

以

前

は

「

無

い

方

が

い

い

が

、

原

発

を

止

め

て

電

気

・

エ

ネ

ル

ギ

ー

は

大

丈

夫

？

」

の

意

見

が

一

定

あ

り

ま

子

市

文

化

ホ

ー

ル

広

場

に

て

、

幅

広

い

団

体

、

個

人

１

０

０

名

が

参

加

、

１

０

団

体

の

ト

ー

ク

も

好

評

で

し

た

。

パ

レ

ー

ド

の

様

子

は

新

聞

各

社

が

報

道

し

ま

し

た

。

米

子

市

で

は

、

議

員

定

数

削

減

案

が

６

月

議

会

に

上

程

さ

れ

て

い

ま

す

。

今

ま

で

も

削

減

さ

れ

淀

江

と

の

合

併

で

さ

ら

に

。

到

底

許

容

で

き

る

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

議

会

陳

情

と

併

せ

広

く

市

民

議

論

を

起

こ

そ

う

と

話

し

合

い

ま

し

た

。

（

事

務

局

長

渡

辺

紀

子

）

し

た

が

、

今

は

「

原

発

や

め

て

も

電

気

は

い

け

る

の

で

す

ね

」

「

政

府

の

言

っ

て

い

る

こ

と

は

い

い

か

げ

ん

で

、

信

用

で

き

な

い

」

と

積

極

的

に

署

名

に

応

じ

て

く

れ

、

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

、

ご

苦

労

さ

ん

」

と

私

た

ち

を

激

励

し

て

く

れ

る

人

が

増

え

て

い

ま

す

。

ま

た

、

チ

ラ

シ

を

受

け

取

っ

た

人

か

ら

「

署

名

を

集

め

た

の

で

取

り

に

来

て

く

れ

ま

せ

ん

か

」

と

い

う

電

話

が

何

件

も

か

か

る

な

ど

、

こ

れ

ま

で

経

験

し

た

こ

と

の

な

い

変

化

が

起

こ

っ

て

い

ま

す

。

境

港

革

新

懇

は

、

６

月

２

４

日

に

大

阪

革

新

懇

の

服

部

事

務

局

長

を

迎

え

て

「

講

演

と

文

化

の

集

い

」

を

計

画

し

て

い

ま

す

が

、

こ

の

集

い

に

向

け

て

署

名

の

推

進

と

会

員

・

読

者

の

拡

大

に

力

を

尽

く

そ

う

と

意

思

統

一

し

て

い

ま

す

。

（

事

務

局

長

長

尾

達

也

）

昭和５８年３月１０日第３種郵便物認可 全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版

第３２回全国総会に参加して第３２回全国総会に参加して第３２回全国総会に参加して第３２回全国総会に参加して

鳥取県革新懇事務局長 草刈 司

いま、革新懇飛躍のときいま、革新懇飛躍のときいま、革新懇飛躍のときいま、革新懇飛躍のとき
消

費

税

増

税

は

雇

用

を

破

壊

す

る

！

消

費

税

増

税

は

「

労

働

力

の

外

注

化

」

を

促

進

す

る

米子革新懇

境港革新懇
◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

新

日

本

婦

人

の

会

（

新

婦

人

）

て

い

ま

す

。

烏

取

支

部

は

、

市

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

県

本

部

は

３

月

、

知

事

が

県

教

庁

舎

の

新

築

移

転

か

耐

震

改

修

ま

た

、

平

和

の

運

動

で

は

育

委

員

会

と

教

育

目

標

な

ど

を

か

で

対

話

の

目

標

を

持

っ

て

と

沖

縄

の

基

地

を

な

く

す

取

り

定

め

た

協

約

を

結

ぶ

と

い

う

発

り

く

み

、

耐

震

改

修

へ

の

賛

成

組

み

に

も

力

を

入

れ

て

い

ま

表

を

受

け

て

、

行

政

が

教

育

内

を

４

万

７

千

票

得

る

に

あ

た

っ

す

。

沖

縄

カ

ン

カ

ラ

募

金

と

容

に

ま

で

に

口

を

挟

む

可

能

性

て

貢

献

で

き

た

の

で

は

と

思

っ

い

っ

て

辺

野

古

や

高

江

で

頑

を

も

た

ら

す

も

の

で

中

止

す

る

て

い

ま

す

。

っ

て

い

る

人

た

ち

を

支

え

よ

よ

う

に

と

申

し

入

れ

を

し

ま

し

原

発

ノ

ー

の

運

動

は

境

港

支

う

と

カ

ン

パ

を

呼

び

か

け

、

た

。

交

渉

は

平

行

線

で

、

今

ま

部

が

頑

張

っ

て

い

ま

す

が

、

県

三

ヶ

月

に

一

回

の

ペ

ー

ス

で

で

や

っ

て

カ

ン

パ

き

た

こ

と

を

届

け

を

明

文

化

て

い

ま

す

る

だ

け

す

。

基

と

県

の

未

地

を

包

来

戦

略

課

の

担

当

者

は

開

き

直

本

部

と

し

て

も

、

大

飯

原

発

の

囲

す

る

手

作

り

の

タ

ペ

ス

ト

っ

て

い

ま

し

た

。

再

稼

動

許

さ

な

い

運

動

と

し

て

リ

ー

も

定

期

的

に

送

っ

て

現

毎

年

、

目

標

は

見

直

さ

れ

る

福

井

県

知

事

へ

の

「

要

請

は

が

地

を

励

ま

し

て

い

ま

す

。

の

で

、

協

定

の

中

身

に

は

要

注

き

」

運

動

に

も

取

り

組

も

う

と

い

つ

も

多

面

的

に

頑

張

っ

意

で

す

。

教

育

分

野

で

の

新

婦

思

っ

て

い

ま

す

。

親

子

リ

ズ

ム

て

い

る

新

日

本

婦

人

の

会

で

人

の

役

割

は

大

き

な

も

の

が

あ

を

通

じ

て

、

避

難

し

て

き

た

お

す

。

る

と

思

っ

て

い

ま

す

。

母

さ

ん

も

会

員

に

迎

え

る

こ

と

新

日

本

婦

人

の

会

新

婦

人

は

各

支

部

が

そ

れ

ぞ

が

で

き

、

お

母

さ

ん

た

ち

の

思

鳥

取

県

本

部

れ

の

切

実

な

要

求

で

運

動

も

し

い

に

応

え

る

活

動

に

し

て

い

き

事

務

局

長

田

村

真

弓

教

育

、

市

庁

舎

問

題

、

原

発

、

平

和

運

動

切

実

な

要

求

で

取

り

組

み

を

す

す

め

て

い

ま

す

売

上

が

１

０

０

億

円

の

会

円

の

５

％

、

５

０

０

０

万

円

の

社

だ

と

、

売

上

１

０

０

億

円

消

費

税

を

支

払

っ

た

と

い

う

こ

×

５

％

＝

５

億

円

、

お

客

さ

と

に

な

り

ま

す

。

ん

か

ら

消

費

税

を

も

ら

っ

た

そ

し

て

、

納

め

る

消

費

税

は

と

み

な

さ

れ

ま

す

。

こ

の

会

５

億

円

―

４

億

円

―

５

０

０

０

社

は

、

材

料

仕

入

や

一

般

経

万

円

＝

５

０

０

０

万

円

と

な

り

費

の

消

費

税

課

税

取

引

に

８

さ

き

ほ

ど

よ

り

、

さ

ら

に

５

０

０

億

円

か

か

っ

た

と

す

る

と

０

０

万

円

少

な

く

な

り

ま

す

。

８

０

億

円

の

５

％

、

４

億

円

従

っ

て

、

消

費

税

が

増

税

さ

消

費

税

を

支

払

っ

た

と

み

な

れ

る

と

、

ま

す

ま

す

「

正

規

雇

さ

れ

て

、

５

億

円

―

４

億

円

用

か

ら

派

遣

社

員

」

に

置

き

換

＝

１

億

円

を

納

税

す

る

こ

と

え

て

い

く

こ

と

に

な

り

ま

す

。

に

な

り

ま

す

。

こ

れ

ら

の

こ

と

は

、

労

働

者

と

こ

ろ

が

、

こ

の

売

上

１

の

人

た

ち

に

あ

ま

り

理

解

さ

れ

０

０

億

円

の

企

業

が

、

人

件

て

い

ま

せ

ん

。

大

い

に

知

ら

せ

費

に

１

０

億

円

か

け

て

い

た

て

い

き

ま

し

ょ

う

。

と

し

ま

す

。

「

給

与

」

は

「

不

課

税

」

で

す

が

、

こ

れ

を

「

外

鳥

取

民

主

商

工

会

注

」

に

だ

す

と

「

課

税

取

引

」

事

務

局

長

川

本

善

孝

と

な

り

、

外

注

先

に

１

０

億


